
一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
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は
じ
め
に

火
野
葦
平
は
、
一
九
五
五
年
四
月
六
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
、
イ
ン
ド
の
デ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
」
に
日
本
の
文

化
問
題
代
表
と
し
て
参
加
し
た
。「
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
」
終
了
後
、
会
議
に
参
加
し
た
日
本
代
表
団
の
一
部
の
二
十
八
名
は
、
一
九
四
九

年
十
月
一
日
に
成
立
し
た
中
華
人
民
共
和
国
、
す
な
わ
ち
新
中
国
を
視
察
す
る
こ
と
に
な
る
。
火
野
も
二
十
八
名
の
一
人
と
し
て
新
中
国

の
視
察
に
参
加
し
た
。
火
野
ら
は
カ
ル
カ
ッ
タ
、
ラ
ン
グ
ー
ン
、
バ
ン
コ
ク
経
由
で
香
港
に
入
り
一
九
五
五
年
四
月
二
十
日
に
汽
車
で
深

圳
か
ら
新
中
国
に
入
国
し
た
。
そ
し
て
、
二
十
一
日
よ
り
広
東
か
ら
新
中
国
を
視
察
し
て
い
く
。
火
野
の
新
中
国
訪
問
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
一
九
五
五
年

火
野
葦
平
『
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
』
参
加
後
―
イ
ン
ド
か
ら
香
港
、
広
東
へ
―
」

（
1
）、「
火
野
葦
平
の
新
中
国
視
察
記
―
広

東
か
ら
、
漢
口
へ
」

（
2
）、「
一
九
五
五
年
火
野
葦
平
の
新
中
国
視
察
記

漢
口
か
ら
武
昌
、
武
漢
へ
」

（
3
）

で
、
四
月
二
十
六
日
ま
で
の
視
察
の
様

相
を
記
し
た
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
記
し
た
新
中
国
訪
問
記
の
続
き
の
う
ち
、
四
月
二
十
八
日
以
降
に
訪
れ
た
北
京
視
察
に
つ
い
て
、
特
に
五
月
三

日
ま
で
を
中
心
に
詳
し
く
報
告
す
る
。
論
証
に
あ
た
り
、
火
野
の
撮
影
し
た
写
真
や
、
見
聞
記
、
日
記
な
ど
を
用
い
る
。
日
記
に
つ
い
て

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）
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は
、
論
者
が
す
で
に
、
翻
刻
し
、
明
ら
か
に
し
た
『
中
国
旅
日
記
』

（
4
）

を
使
用
す
る
。『
中
国
旅
日
記
』
と
は
、
横
9.5
cm
、
縦
13.5
cm

で
「
M
EM
O
RA
N
D
U
M
」
と
書
か
れ
た
手
帳
で
あ
り
、
全
一
六
八
頁
で
あ
る
。
一
九
五
五
年
四
月
二
十
一
日
か
ら
五
月
四
日
ま
で
の

新
中
国
の
訪
問
中
の
出
来
事
を
詳
細
に
綴
っ
た
日
記
風
の
「
メ
モ
」
で
あ
り
、
当
時
の
記
録
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
新
中
国
の
視
察
を
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
風
に
描
い
た
作
品
『
赤
い
国
の
旅
人
』

（
5
）

に
も
、
火
野
ら
し
き
人
物
が
「
私
」
と
し
て
登
場

す
る
。
も
ち
ろ
ん
、『
赤
い
国
の
旅
人
』
は
登
場
人
物
が
偽
名
で
で
て
き
た
り
す
る
の
で
、
完
全
な
事
実
ば
か
り
で
は
な
い
部
分
も
あ
る

が
、
こ
の
作
品
の
も
と
に
な
っ
た
『
中
国
旅
日
記
』
と
照
合
す
る
と
、
か
な
り
事
実
に
近
い
部
分
が
多
い
。
そ
こ
で
、『
赤
い
国
の
旅
人
』

や
当
時
火
野
が
発
信
し
た
記
事
な
ど
も
考
察
に
使
用
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
使
用
す
る
写
真
は
全
て
、
火
野
葦
平
が
持
っ
て
い
た
も
の
で
、

火
野
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
火
野
や
、
一
行
の
撮
影
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
、
北
京
到
着

四
月
二
十
八
日

火
野
葦
平
ら
一
行
は
、
四
月
二
十
八
日
四
時
二
十
一
分
に
、
北
京
駅
に
急
行
列
車
で
到
着
し
た
。
そ
こ
に
、
歌
舞
伎
役
者
の
三
代
目
中

村
翫
右
衛
門（

6
）が
出
迎
え
に
来
て
い
た
。
火
野
に
と
っ
て
北
京
は
三
度
目
だ
っ
た
。
一
度
目
は
、
一
九
四
一
年
十
月
、
妹
の
夫
が
華
北
鉄
道

に
勤
め
て
い
た
た
め
で
、
二
度
目
は
一
九
四
四
年
十
月
、
南
京
で
開
か
れ
た
第
三
回
大
東
亜
文
学
者
大
会
に
出
席
し
た
帰
途
に
立
ち
寄
っ

た
。
い
ず
れ
も
戦
前
で
あ
る
。
火
野
は
、
三
度
目
の
今
回
の
北
京
訪
問
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

今
度
の
旅
の
中
心
課
題
は
北
京
に
あ
る
。
前
二
度
の
と
き
の
よ
う
な
の
ん
き
な
気
持
の
旅
で
は
な
か
っ
た
。
私
の
反
省
や
、
覚
悟

や
、
思
想
問
題
や
、
私
の
気
持
を
息
苦
し
く
さ
せ
て
い
る
緊
張
感
や
、
常
久
さ
ん
か
ら
の
宣
告
―
―
私
が
人
間
と
し
て
、
作
家
と

し
て
、
日
本
人
と
し
て
お
し
ま
い
に
な
る
か
な
ら
ぬ
か
と
い
う
重
大
問
題
も
、
北
京
に
来
て
は
じ
め
て
解
答
が
得
ら
れ
る
と
い
う
も
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の
で
あ
る
。

（
7
）

戦
争
に
従
軍
し
た
経
験
を
持
つ
彼
は
、
か
な
り
の
覚
悟
を
し
て
北
京
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
数
台
の
ハ
イ
ヤ
ー
に
同
乗
し
て
城
内
に

入
っ
た
。
火
野
の
目
に
留
ま
っ
た
の
は
「『
解
放
台
湾
』
は
国
を
あ
げ
て
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
だ
が
、「『
解
放
香
港
』
の
声
は
そ
の
片
鱗
も

見
ら
れ
な
い
」

（
8
）

こ
と
で
あ
っ
た
。
火
野
は
「
政
治
や
外
交
の
複
雑
さ
奇
怪
さ
は
私
な
ど
に
わ
か
る
は
ず
は
な
い
と
し
て
も
、
一
種
の
困
惑

に
似
た
戸
ま
ど
い
を
感
じ
な
い
で
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
」

（
9
）

と
記
し
て
い
る
。
火
野
ら
は
新
僑
飯
店
に
宿
泊
し
た
。
こ
の
ホ
テ
ル
に
は
「
美

国
的
侵
略
武
装
力
量
必
須
従
台
湾
撒
出
去
！
」（『
中
国
旅
日
記
』）
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
一
九
五
五
年
、
台
湾
独
立
を

中
国
は
認
め
ず
、
台
湾
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
北
京
の
ホ
テ
ル
に
着
い
て
か
ら
す
ぐ
に
気
が
付
い
た
こ
と
は
、「
あ
れ
ほ
ど
名
物
で
あ
っ
た
蠅
の
姿
を
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
ほ

と
ん
ど
見
か
け
な
か
っ
た
」

（
10
）

こ
と
で
あ
る
。
火
野
は
、
町
が
き
れ
い
に
な
っ
た
か
ら
す
ぐ
に
良
く
な
っ
た
と
は
考
え
ず
「
そ
う
い
う
こ
と

に
も
革
命
と
い
う
も
の
の
恐
ろ
し
さ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。
瞠
目
に
値
す
る
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」

（
11
）

と

記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
翫
右
衛
門
さ
ん
と
北
京
の
街
を
歩
き
な
が
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

夜
早
く
寝
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
解
放
後
の
こ
と
ら
し
い
。
新
中
国
か
ら
は
夜
の
生
活
と
い
う
も
の
が
な
く
な
っ
た
模
様
で
あ
る
。

（
中
略
）
こ
れ
は
広
東
で
も
漢
口
で
も
そ
う
だ
っ
た
が
、
大
き
な
料
理
屋
、
料
理
店
や
キ
ャ
バ
レ
ー
、
ダ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
な
ど
は
す
っ

か
り
な
く
な
っ
て
い
る
。

（
12
）

新
中
国
に
な
っ
て
か
ら
、
全
体
統
制
が
強
く
な
り
、
歓
楽
街
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
翫
右
衛
門
さ
ん
が
宿
泊
し
て
い
た
の
は
北
京

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）
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飯
店
の
三
階
で
あ
っ
た
。
火
野
も
以
前
北
京
を
訪
れ
た
時
に
は
、
北
京
飯
店
に
宿
泊
し
て
い
た
。

昔
は
ど
こ
の
街
で
も
ホ
テ
ル
は
パ
ン
パ
ン
の
巣
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
北
京
飯
店
で
も
ボ
ー
イ
が
女
を
と
り
も
ち
泊
ら
せ
て
い
た
。

（
中
略
）
朝
に
な
る
と
方
々
の
部
屋
か
ら
、
美
し
い
旗
袍
姿

ケ
ー
パ
オ

の
女
が
出
て
行
く
の
を
毎
朝
見
た
。（
中
略
）
或
る
知
名
の
士
が
、
自
分

に
病
気
を
う
つ
し
た
女
を
ふ
た
た
び
呼
び
、
泥
酔
し
て
さ
ん
ざ
ん
に
打
擲
し
た
事
件
が
あ
っ
て
、
当
時
も
の
笑
い
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
。（
中
略
）
し
か
し
、
そ
ん
な
ち
っ
ぽ
け
な
復
讐
で
は
な
く
て
、
い
ま
巨
大
な
形
で
日
本
と
日
本
人
全
体
が
復
讐
さ
れ
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
。「
北
京
飯
店
」
は
そ
の
象
徴
の
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
た
。

（
13
）

一
九
三
七
年
十
二
月
十
四
日
、
北
京
に
中
華
民
国
臨
時
政
府
（
以
下
、
臨
時
政
府
）
が
成
立
し
、
同
政
府
が
日
本
占
領
下
に
あ
っ
た
華

北
を
統
治
し
て
い
た
。
一
九
四
〇
年
に
汪
兆
銘
政
権
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
が
、
華
北
政
務
委
員
会
へ
と
改
編
さ
れ
終
戦
ま
で
統
治
を
続
け

た
。

（
14
）

火
野
は
、
こ
の
時
期
の
こ
と
を
恨
ん
だ
北
京
の
日
本
へ
の
思
い
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
火
野
が
到
着
し
た
時
の
北
京
は
、

メ
ー
デ
ー
の
少
し
前
で
あ
っ
た
。

二
、
北
京
滞
在

四
月
二
十
九
日

火
野
ら
、
日
本
訪
問
団
は
、
午
前
九
時
か
ら
新
僑
飯
店
の
二
階
の
部
屋
で
全
体
会
議
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
話
し
合
っ
た
こ
と
が
『
中
国

旅
日
記
』
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

○
⚙
時
、
全
体
会
議
。
①
ホ
ン
コ
ン
ビ
ザ
件
。
②
市
内
見
物
、
工
作
員
が
案
内
す
る
の
で
、
四
五
人
、
組
に
な
る
こ
と
、
車
を
出
し
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て
く
れ
る
。
③
日
程
、
は
じ
め
二
週
間
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
の
で
、
す
こ
し
延
ば
し
て
も
ら
ふ
や
う
頼
む
こ
と
。
早
く
か
へ
り
た

い
人
（
中
村
氏
は
十
一
日
に
東
京
に
着
き
た
い
、
永
瀬
さ
ん
も
い
つ
し
よ
）
朝
鮮
に
廻
り
た
い
人
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
。
畑
中
さ
ん

か
ら
報
告
、
朝
鮮
か
ら
招
待
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
帆
足
計
、
来
馬
卓マ

マ

造
、
木
下
順
二
、
火
野
、
畑
中
と
名
を
発
表
す
る
。
議
長
泊
尾

君
、
テ
キ
パ
キ
処
理
す
る
が
、
例
に
よ
つ
て
ゴ
ジ
ヤ
ゴ
ジ
ヤ
。

○

ソ
ヴ
ェ
ー
ト
行
の
件
。
⚔
⚒
⚔
号
で
協
議
。
鈴
木
、
近
藤
、
松
本
、
家
永
。
話
し
て
ゐ
る
と
、
中
国
側
の
人
、
打
合
に
来
て
ゐ

る
と
い
ふ
こ
と
で
、
二
階
の
広
間
に
行
く
。
流
暢
な
日
本
語
通
訳
さ
ん
。（
10
時
20
分
）
平
和
委
員
会
事
務
局
長
（『
中
国
旅
日
記
』）

こ
の
会
議
で
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
は
、
火
野
に
よ
る
と
、
希
望
者
は
十
人
ほ
ど
い
た
が
、
朝
鮮
に
六
人
が
招
待
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
の
招
待
さ
れ
た
中
に
火
野
も
い
た
の
で
あ
る
。

（
15
）

火
野
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

私
は
、
も
し
ど
う
し
て
も
六
人
以
上
は
ダ
メ
と
い
う
の
な
ら
、
自
分
が
棄
権
し
よ
う
と
思
っ
た
。
日
本
の
占
領
地
で
あ
っ
た
中
国
に

来
て
さ
え
、
こ
れ
だ
け
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
嘗
て
は
日
本
の
領
土
で
あ
り
植
民
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
に
行
く
こ
と
に

気
お
く
れ
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
拷
問
は
中
国
だ
け
で
た
く
さ
ん
だ
と
思
っ
た
。

（
16
）

火
野
は
、
か
な
り
、
戦
争
中
の
思
い
を
背
負
い
、
苦
し
み
な
が
ら
中
国
訪
問
を
続
け
て
い
た
。
戦
争
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
、
自
責
の

念
に
さ
い
な
ま
れ
、
自
ら
戦
争
加
担
者
で
あ
る
と
い
う
思
い
を
拭
い
去
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
北
京
で
は
、「
こ
れ

ま
で
案
内
し
て
く
れ
た
戚
慕
光
さ
ん
以
下
六
人
の
工
作
員
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
十
人
近
く
の
案
内
者
が
つ
け
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
」（『
赤

い
国
の
旅
人
』）
あ
っ
た
。
特
に
こ
の
中
で
、
火
野
は
唐
明
処
さ
ん
と
い
う
案
内
人
が
印
象
的
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
唐
さ
ん
は
次
の
よ

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）
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う
に
述
べ
た
。

「
ど
う
ぞ
自
分
の
家
に
い
る
よ
う
な
つ
も
り
で
、
な
ん
で
も
自
由
に
申
し
出
て
下
さ
い
。
で
き
る
だ
け
、
許
さ
れ
る
範
囲
の
御
希
望

に
添
い
、
お
世
話
申
し
あ
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
見
物
し
た
い
と
こ
ろ
、
話
を
聞
き
た
い
こ
と
、
調
べ
た
い
こ
と
、
会
い
た
い
人
、

な
ん
で
も
遠
慮
な
く
。
そ
し
て
、
意
見
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。
わ
れ
わ
れ
の
新
中
国
は
ま
だ
発
足
し
た
ば
か
り
、
欠
点
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
美
点
を
ほ
め
て
い
た
だ
く
の
も
結
構
で
す
が
、
欠
点
を
指
摘
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
い
っ
そ
う
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

（
後
略
）」

（
17
）

火
野
は
、
会
い
た
い
人
と
し
て
、「
郭
沫
若
先
生
、
老
舎
先
生
、
丁
玲
先
生
、
と
三
人
の
名
前
を
書
い
た
。
し
か
し
、
内
心
で
は
先
方

の
都
合
が
わ
る
く
て
会
え
な
い
方
が
よ
い
よ
う
な
気
持
だ
っ
た
」。

（
18
）

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
だ
っ
た
。

左
翼
文
学
に
対
し
て
は
私
も
ひ
と
つ
の
批
判
を
持
っ
て
居
り
、
そ
の
左
翼
文
学
の
本
山
の
作
家
に
会
う
こ
と
に
は
躊
躇
を
感
じ
る
。

（
中
略
）
共
産
主
義
文
学
の
講
義
を
き
い
て
も
な
お
つ
ま
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
私
が
漠
然
と
会
い
た
い
と
思
っ
た
の
は
、
た
だ
、
思

想
や
政
治
を
は
な
れ
た
文
学
者
と
し
て
の
共
感
に
立
つ
或
る
な
つ
か
し
さ
と
、
中
国
の
古
典
や
伝
統
が
ど
う
い
う
形
で
解
放
後
の
文

学
の
な
か
で
と
り
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
か
、
う
け
つ
が
れ
て
い
る
か
を
直
接
作
家
た
ち
の
口
か
ら
聞
い
て
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
、
現
在
の
中
国
文
壇
の
状
況
、
作
家
生
活
、
胡
風
批
判
問
題
等
に
つ
い
て
も
知
り
た
い
気
持
が
あ
っ
た
。

（
19
）

中
国
の
案
内
人
も
実
に
謙
虚
で
、
忌
憚
な
い
意
見
を
、
日
本
人
一
行
か
ら
受
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
一
方
で
火
野
は
、
ず
っ
と
中
国
に
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西
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対
し
て
負
い
目
を
感
じ
て
い
た
。「
私
が
「
日
本
鬼
子
兵
」
の
一
人
で
あ
り
、「
麦
と
兵
隊
」
以
下
の
戦
争
作
品
の
筆
者
で
あ
り
、（
中
略
）

戦
犯
で
あ
っ
て
、
中
国
人
の
敵
と
目
さ
れ
る
人
物
の
一
人
で
あ
る
と
い
う
、
ひ
そ
か
な
自
覚
が
ぬ
け
な
か
っ
た
」

（
20
）

か
ら
だ
っ
た
。

ま
た
、
火
野
は
、
こ
の
日
く
ら
い
か
ら
、
毛
沢
東
の
批
判
を
ひ
そ
か
に
始
め
て
い
る
。
毛
沢
東
が
珍
重
し
て
い
た
斎
白
石
の
絵
ば
か
り

が
、
北
京
の
ど
こ
に
で
も
あ
る
の
を
見
て
、「
中
国
現
在
の
最
高
画
家
の
よ
う
に
と
り
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
の
は
す
こ
し
腑
に
落
ち
な
か
っ

た
（
中
略
）
解
放
後
、
貧
乏
し
て
い
る
斎
白
石
に
同
情
し
て
、
毛
沢
東
が
、
白
石
の
絵
は
な
か
な
か
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
か
な
ん
と
か
い
っ

て
褒
め
た
の
が
、
白
石
流
行
の
原
因
だ
と
誰
か
に
き
い
た
こ
と
が
あ
る
。
な
に
か
で
読
ん
だ
の
か
も
知
れ
な
い
。
毛
主
席
は
日
本
の
天
皇

陛
下
な
ど
よ
り
は
る
か
に
偉
大
で
、
絶
対
的
存
在
で
あ
る
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」

（
21
）。
毛
沢
東
が
天
皇
よ
り
偉
大
だ

と
述
べ
な
が
ら
、
絶
対
的
存
在
と
い
う
言
葉
に
皮
肉
を
込
め
て
い
る
。
こ
の
日
は
、
午
後
三
時
か
ら
市
内
見
物
を
行
っ
た
。『
中
国
旅
日

記
』
に
、
東
安
市
場
、
天
安
門
、
北
京
大
学
を
見
学
し
た
後
次
の
よ
う
に
メ
モ
し
て
い
る
。

○
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
展
覧
会

○
宰
城
門
―
前
の
門
は
と
ざ
し
、
西
方
に
ひ
ろ
い
道
路

○
左
に
白
塔

○
西
単
城

○「
前
方
は
宣
武
門
と
お
つ
し
ゃ
い
ま
す
。」
王
君

○
西
単
、
電
車
、
商
店
街

○
大
道
、
西
長
安
街
、
今
年
は
る
か
ら
左
側
に
電
車

○
国
務
院
、
新
華
門
、
右
側
総
工
会

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）
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○
天
安
門
メ
ー
デ
ー
広
場
―
紫
禁
城
。

○
北
京
飯
店
、
左
半
分
、
タ
テ
マ
シ

○
リ
ン
ジ
イ
便
所
の
列
。

○
市
民
の
群
―
紺
の
流
れ
。

（『
中
国
旅
日
記
』）

こ
れ
ら
の
箇
所
を
回
っ
た
後
、
新
華
書
店
に
も
行
っ
た
。

本
屋
に
出
入
り
し
て
い
る
の
は
ほ
と
ん
ど
若
い
読
者
ば
か
り
（
中
略
）
書
棚
全
体
に
、
共
産
主
義
、
社
会
主
義
、
唯
物
弁
証
法
、
唯

物
史
観
、
革
命
、
解
放
、
等
の
文
字
が
氾
濫
し
て
い
て
、
赤
い
国
の
文
化
の
全
貌
が
わ
か
る
よ
う
で
あ
る
。
文
芸
書
の
売
場
に
行
っ

て
、
十
冊
ほ
ど
買
う
。

（
22
）

ま
た
、
国
際
書
院
で
も
「
ど
こ
の
国
の
本
で
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
赤
一
色
」「
日
本
之
部
と
い
う
の
を
見
て
も
、
日
本
で
出
版
さ
れ
た

左
翼
書
ば
か
り
」
で
あ
っ
た
。
火
野
は
、
次
の
如
く
記
す
。

な
ん
の
夾
雑
物
も
入
っ
て
い
な
い
頭
脳
に
、
い
き
な
り
赤
色
教
育
を
ほ
ど
こ
す
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
染
め
あ
が
り
は
鮮
や
か
な
も

の
に
ち
が
い
な
い
。
選
択
の
自
由
な
ど
は
は
じ
め
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。（
中
略
）
赤
い
英
雄
の
伝
記
ば
か
り
だ
。
熱
心
に
そ
う
い

う
書
物
に
読
み
ふ
け
っ
て
い
る
可
愛
い
い
少
年
少
女
た
ち
を
見
て
、
私
は
な
ん
と
な
く
肌
さ
む
い
感
じ
を
お
ぼ
え
た
。
教
育
の
大
切

さ
と
恐
ろ
し
さ
と
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

（
23
）
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読
書
の
選
択
の
余
地
も
な
く
、
青
少
年
を
共
産
党
思
想
に
染
め
上

げ
て
い
く
様
子
を
見
て
、
徐
々
に
新
中
国
共
産
党
の
絶
対
思
想
に
、

火
野
は
懐
疑
的
な
感
情
を
抱
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
日
の
夜
、

火
野
ら
は
、
天
橋

テ
ン
チ
ャ
オ

劇
場
で
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
国
家
歌
劇
団
の

公
演
を
見
物
し
た
。

や
が
て
ベ
ル
が
鳴
り
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
舞
踊
が
は
じ

ま
っ
た
。
絢
爛
た
る
衣
裳
と
、
明
朗
で
健
康
な
ダ
ン
ス
。
野
放

図
な
ま
で
に
明
る
く
の
び
の
び
し
た
民
族
舞
踊
と
歌
。（
中
略
）

観
衆
は
拍
手
と
ア
ン
コ
ー
ル
で
熱
狂
し
、
舞
台
も
こ
れ
に
こ
た

え
て
、
交
歓
風
景
は
こ
こ
ろ
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。

（
24
）

と
し
な
が
ら
も
、
火
野
は
、
こ
の
熱
狂
の
中
で
、「
私
は
手
を
た
た

く
気
に
な
ら
ぬ
ば
か
り
か
、
こ
の
赤
い
ど
よ
め
き
の
な
か
で
奇
妙
な

昏
迷
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』）
と
も
述
べ
て
い

る
。
さ
ら
に
、「
旅
の
あ
と
を
ふ
り
か
え
っ
て
」
で
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）
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滞
在
中
ほ
と
ん
ど
毎
晩
の
よ
う
に
、
芝
居
や
映
画
を
見
た
。

（
中
略
）
全
体
を
通
じ
て
い
え
る
こ
と
は
き
ま
り
き
っ
た
筋
と

紋
き
り
型
の
単
調
さ
で
あ
る
。
無
論
立
派
な
舞
台
が
あ
り
、
美

し
く
面
白
く
、
感
銘
深
い
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
が
、
あ
ま

り
に
も
根
本
テ
ー
マ
が
一
本
調
子
で
あ
る
こ
と
へ
の
不
満
は
抜

け
き
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
芝
居
も
映
画
も
例
の
毛
沢
東
の

『
文
芸
講
和
』
の
線
に
添
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
、

と
も
す
る
と
、
勧
善
懲
悪
の
教
訓
劇
め
い
て
く
る
。
で
な
け
れ

ば
、
戦
意
昂
揚
劇
の
に
お
い
が
す
る
。

（
25
）

こ
の
よ
う
に
、
毛
沢
東
の
思
想
に
あ
っ
た
芸
術
し
か
上
演
で
き
な

い
こ
と
に
懐
疑
的
な
感
情
を
抱
い
て
い
た
。
そ
し
て
火
野
は
、
こ
の

日
「
赤
い
国
が
実
際
に
よ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
疑
う
こ
と
が
で
き

な
い
し
、
赤
い
国
に
み
な
ぎ
っ
て
い
る
勝
利
の
ど
よ
め
き
の
声
を
否

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
な
ぜ
よ
く
な
っ
た
か
、
そ
の
よ

く
な
っ
て
い
る
背
後
の
も
の
に
つ
い
て
、
ま
だ
全
的
に
肯
定
で
き
に

く
い
の
で
、
も
う
す
こ
し
北
京
で
勉
強
し
た
い
」

（
26
）

と
記
し
、
慎
重
に

北
京
視
察
を
進
め
て
い
く
覚
悟
を
改
め
て
す
る
の
で
あ
る
。
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三
、
北
京
視
察

四
月
三
十
日

四
月
三
十
日
、
火
野
は
、「
新
中
国
は
私
の
眼
に
、
迷
い
の
な
い
明
快
な
国
と
化
し
た
よ
う
に
映
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
か
が
や

か
し
い
断
定
の
背
後
に
、
は
た
し
て
も
は
や
な
ん
の
迷
い
も
な
い
で
あ
ろ
う
か
」

（
27
）

と
考
え
始
め
る
。
疑
念
の
思
い
を
抱
き
な
が
ら
、
四
月

三
十
日
は
、
九
時
半
か
ら
万
寿
山
に
行
っ
た
。

万
寿
山
と
は
、
中
国
の
首
都
北
京
西
郊
の
頤
和
園
内
の
名
勝
で
あ
る
。

○
満マ

マ

寿
山
。
頤
和
宮
の
仁
寿
門
（
漢
語
）

銅
狡
猩
（
面
白
い
銅
獣
）
仁
寿
殿
。

○
最
近
ぬ
り
か
はマ

マ

た
も
の
ら
し
い
。

○
ゼ
イ
タ
ク
。
ゴ
ー
カ
の
あ
と
。（
タ
ダ
マ
イ
ル
を
見
て
出
す
。
女
の
地
位
。）

○
塗
り
か
へ
中
、
職
工
宿
舎
が
あ
る
。

○
ス
ホ
ウ
の
花
。
一
つ
の
だ
け
笑
つ
て
ゐ
る
牡
丹

○
閲
覧
帖
―
無
人
管
理
。「
人
民
文
学
」
そ
の
他
雑
誌
。

○
諧
趣
園
。
○
松
、
杉
、
な
に
か
わ
ら
ぬ
白
い
花
。

○
涵
遠
霊

西
太
后
魚
釣
り
し
た
池
。

（『
中
国
旅
日
記
』）

と
火
野
は
、『
日
記
』
に
書
い
て
い
る
。
さ
ら
に
「
最
近
塗
り
か
え
た
ら
し
く
、
門
も
建
物
も
塔
も
色
彩
が
け
ば
け
ば
し
い
。
私
は
こ
れ

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）
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で
三
度
目
だ
が
、
万
寿
山
は
昔
の
ま
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
変
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
絢
爛
豪
華
の
一
語
に
尽
き
る
」

（
28
）

と
述
べ
る
。

景
福
閣
、
仏
香
閣
、
拝
雲
殿
等
を
経
て
、
昆
明
湖
の
ほ
と
り
に
行
き
、
三
隻
の
屋
形
船
に
分
乗
し
た
。
中
国
民
族
学
院
の
学
生
が
十
人
ほ

ど
来
て
い
た
。「
舟
が
湖
心
に
出
き
る
と
、（
中
略
）
不
気
味
な
ほ
ど
静
か
」

（
29
）

で
あ
っ
た
。

○
湖
辺
に
出
る
。
長
い
回
廊
。

○
聴
鸝
館
―
こ
こ
は
西
太
后
の
乗
つ
た
と
い
ふ
車
が
あ
つ
た
と
思
ふ
が
な
い
。
舞
台
に
な
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
と
き
ど
き
な
に
か
や

る
の
で
あ
ら
う
。

○
昼
食
。
サ
ボ
テ
ン
の
花
。
外
国
人
客
、
別
の
テ
ー
ブ
ル
で
葡
萄
酒
を
飲
ん
で
ゐ
る
。

○
石
船
―
西
康
省
、
の
娘
た
ち
、
少
数
民
族
、（
民
族
学
院
生
徒
）
チ
ベ
ッ
ト
。

○
船
で
、
昆
明
湖
に
出
る
。
三
艘
。
ミ
カ
ン
。
楊
柳
の
並
木
。
西
湖
を
模
し
て
作
つ
た
と
い
ふ
が
、
た
し
か
に
西
湖
を
思
ひ
出
す
。

す
る
や
か
な
水
棹
の
音
。
し
づ
か
な
湖
面
。
の
ど
か
。
鳥
の
声
。
美
し
い
萬
寿
山
。
太
平
の
逸
民
み
た
い
。

○
頣
和
園
の
周
囲
16
華
里
（
⚒
華
里
―
⚘
／
キ
ロ
）
湖
の
ヒ
ロ
サ
⚒
⚒
⚐
⚔
⚔
公
畝
（
中
国
一
畝
―
日
本
⚖
畝
）

○
泳
い
で
ゐ
る
者
。
浮
か
ん
で
ゐ
る
船
。

○
か
す
む
玉
泉
山
の
塔
。
大
塔
と
、
右
に
小
塔
。

○
音
も
な
く
す
す
む
船
。
な
ん
の
音
も
な
く
な
る
瞬
間
。

（『
中
国
旅
日
記
』）

静
か
な
美
し
い
風
景
の
中
で
「
う
っ
と
り
と
な
る
よ
う
な
舟
遊
び
。
あ
た
た
か
い
陽
が
さ
し
こ
み
、
気
持
ち
が
よ
い
の
で
何
人
も
が
居

眠
り
を
し
て
い
る
。（
中
略
）
私
は
こ
の
平
和
が
奇
妙
で
仕
方
が
な
か
っ
た
」

（
30
）。
そ
し
て
火
野
は
次
の
よ
う
に
考
え
た
。
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イ
ン
ド
の
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
に
行
っ
て
、
原
水
爆
戦
争
絶
対
反
対
を
わ
め
き
散
ら
し
、
赤
い
中
国
に
来
る
と
、
革
命
と
解
放
の
血
の

闘
争
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
抗
し
て
、
朝
鮮
の
独
立
を
助
け
、
台
湾
を
解
放
せ
よ
と
い
う
金
切
り
呏
。
し
か
し
、
こ
の
万
寿
山
の

昆
明
湖
の
う
え
は
、
眠
い
ほ
ど
静
か
で
平
和
だ
。
世
界
中
の
人
間
が
全
部
こ
ん
な
風
に
の
ど
か
に
舟
遊
び
を
な
ぜ
楽
し
ま
な
い
か
。

（
31
）

「
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
」
で
は
、
核
戦
争
反
対
を
訴
え
、
平
和
を
切
望
し
な
が
ら
、
自
国
で
は
血
の
闘
争
。
こ
う
し
た
新
中
国
の
矛
盾
を

火
野
は
批
判
し
続
け
て
い
く
。
午
後
六
時
半
か
ら
の
宴
会
を
終
え
、
い
っ
た
ん
ホ
テ
ル
に
帰
り
、
天
安
門
の
周
辺
を
歩
い
た
。『
中
国
旅

日
記
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

○
い
つ
た
ん
新
僑
ホ
テ
ル
に
か
へ
つ
て
か
ら
、
吉
田
君
と
二
人
、
夜
の
街
に
出
る
。
三
輪
車
、
天
安
門
ま
で
三
十
銭
。
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
美
し
い
建
物
。
天
安
門
の
城
壁
に
「
中
国
人
民
共
和
国
万
歳
」
右
に
「
世
界
人
民
大
団
結
万
歳
」
の
電
気
文
字
。
写
真
に

と
る
。
十
時
二
十
分
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
電
気
文
字
が
消
え
て
し
ま
つ
た
。
歩
哨
の
兵
隊
が
や
つ
て
来
た
が
、
な
ん
と
も
い
は

な
か
つ
た
。
こ
の
門
前
の
道
は
前
の
二
倍
以
上
に
な
つ
て
ゐ
る
。
市
中
の
道
路
が
ど
こ
も
広
く
立
派
に
な
つ
た
の
に
は
お
ど
ろ
く
。

並
木
の
下
に
黙
々
と
ゐ
る
物
売
り
。
明
日
は
こ
の
広
場
は
た
い
へ
ん
で
あ
ら
う
。
ま
た
、
三
輪
車
で
か
へ
る
。
二
人
で
一
円
や
つ
た

ら
好
々
と
ニ
コ
ニ
コ
顔
を
し
た
。

（『
中
国
旅
日
記
』）

「
軒
下
の
橋
梁
や
鴨
居
の
豪
華
絢
爛
た
る
模
様
と
色
彩
と
が
、
キ
ラ
キ
ラ
と
か
が
や
き
、
夜
だ
け
に
い
っ
そ
う
荘
重
の
気
が
天
安
門
に

は
み
な
ぎ
っ
て
い
た
」

（
32
）。
な
ぜ
か
、
火
野
は
毛
沢
東
の
あ
ら
わ
れ
る
位
置
に
、「
石
川
五
右
衛
門
を
思
い
だ
し
た
」

（
33
）。
毛
沢
東
と
い
う
新
中

国
の
ト
ッ
プ
に
、
火
野
は
、
日
本
の
大
泥
棒
、
極
悪
人
を
重
ね
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
日
は
終
わ
っ
た
。

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）

【T：】Edianserver ／關西大學／文學論集／第71巻第⚓号／
増田周子 最終⚔校／通し

六
九



關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
七
十
一
巻
第
三
号

【T：】Edianserver ／關西大學／文學論集／第71巻第⚓号／
増田周子 最終⚔校／通し

七
〇

最終⚔校／通し

夜の天安門

火野葦平直筆画（『中国旅日記』）

I吠そ門．（和炉叫1予社'•土］― 和寒彗 l. l 

八H,＼¥¥ ＼ ＼i¥ --,--f .. ＼打 ー・ I 

・ 戸lゴ
几ニニ旦二吟芭旦-土上上工-

氾

--
-— 
し

・ ・ ・中華人民名ネロ旦原愁•
ヽ．

• -. I 
．．．． 



四
、
慶
祝
五
一

五
月
一
日

こ
の
日
は
、
火
野
ら
一
行
は
、
慶
祝
五
一
労
働
節
の
式
典
を
見
に
行
く
。『
中
国
旅
日
記
』
に
こ
の
日
の
朝
の
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
っ

た
。

○
ど
ん
よ
り
と
曇
つ
た
空
。
シ
ャ
ワ
ー
を
か
ぶ
る
。
す
ぐ
朝
食
に
と
中
原
君
い
つ
て
来
る
。
チ
ョ
ッ
キ
を
一
度
は
着
た
が
、
暑
い
の

で
ぬ
い
だ
。
朝
食
の
卓
に
宮
崎
龍
介
氏
が
来
て
ゐ
る
。
白
蓮
さ
ん
も
年
と
つ
た
が
、
こ
の
人
も
老
人
に
な
つ
た
。
労
働
者
の
招
待

状
。
胸
に
つ
け
る
観
札
證
の
赤
い
記
章
。
各
国
の
人
た
ち
も
出
発
の
た
め
階
下
に
揃
つ
て
ゐ
る
。
イ
ン
ド
で
逢
つ
た
イ
ン
ド
代
表
。

○
九
時
前
、
バ
ス
で
出
発
。
表
門
か
ら
入
れ
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
、
グ
ル
ツ
と
市
中
を
廻
る
。
街
の
人
た
ち
、
子
供
に
い
た
る
ま
で
、

ニ
コ
ヤ
カ
に
手
を
ふ
る
。
北
海
公
園
の
中
を
通
る
。
池
の
橋
を
わ
た
る
。
左
手
に
、
白
塔
。
ラ
マ
塔
。
紫
金
城
内
に
入
る
と
、
バ
ス
、

自
動
車
一
杯
。
降
り
て
歩
く
。
幹
は
太
い
が
低
い
杉
の
木
。
ベ
ン
ガ
ラ
色
の
高
い
壁
。
美
し
い
屋
根
瓦
。
各
国
の
人
た
ち
が
ぞ
く
ぞ

く
行
く
。
ビ
ル
マ
の
人
（
頭
に
フ
ロ
シ
キ
、
尖
つ
て
ゐ
る
の
は
中
に
竹
カ
ゴ
）

（『
中
国
旅
日
記
』）

歌
人
の
柳
原
白
蓮
の
夫
、
宮
崎
龍
介
氏
も
、
そ
の
父
が
宮
崎
滔
天
で
、
孫
逸
仙
と
親
し
く
中
国
革
命
に
奔
走
し
て
い
た
た
め
に
特
別
に

招
待
さ
れ
て
い
た
。
式
は
十
時
か
ら
だ
っ
た
。

○
東
二
台
に
上
が
る
。
燕
し
き
り
に
と
び
、
笛
の
や
う
に
鳴
く
。
笛
の
音
し
き
り
。
整
理
の
巡
査
。
美
し
い
旗
の
列
。
若
葉
。

○
中
央
白
衣
の
一
団
。
軍
楽
隊
。
五
百
人
位
。

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）
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○
前
門
。
と
天
安
門
の
中
間
に
建
設
中
の
高
い
塔
―
―

趙
さ
ん
が
人
民
英
雄
塔
と
い
つ
て
ゐ
る
。
昔
の
革
命
か

ら
抗
日
戦
争
を
含
め
て
と
い
ふ
。

○
天
安
門

（『
中
国
旅
日
記
』）

燕
が
し
き
り
に
飛
び
、
五
百
人
近
い
軍
楽
隊
が
い
て
、
若

葉
香
る
爽
や
か
な
中
、
人
民
英
雄
塔
と
い
う
「
革
命
時
代
か

ら
、
抗
日
戦
争
を
も
ふ
く
め
て
、
解
放
戦
争
、
朝
鮮
戦
争
ま

で
の
無
名
戦
士
を
た
た
え
る
も
の
」

（
34
）

が
建
っ
て
い
た
。

い
よ
い
よ
天
安
門
上
に
、
実
際
の
毛
沢
東
が
登
場
し
た
。

火
野
が
実
際
に
毛
沢
東
を
見
た
印
象
は
、
次
の
よ
う
だ
っ
た
。

毛
主
席
は
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
よ
く
肥
っ
た
、
大
柄

な
身
体
の
よ
う
だ
っ
た
。
肖
像
画
に
見
る
温
和
な
色
男

で
は
な
く
、
頑
丈
に
頬
や
顎
の
張
っ
た
精
悍
な
面
魂
の

よ
う
に
思
わ
れ
た
。
ど
っ
し
り
と
し
た
巌
の
よ
う
な
感

じ
で
あ
る
。

（
35
）
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火
野
の
『
中
国
旅
日
記
』
に
は
、「
○
10
ｍ
、
毛
主
席
、
天
安
門
上
へ
。
大
拍
手
。
要
人
た
ち
も
居
な
ら
ぶ
門
は
20
ｍ
の
高
さ
。」
と
あ

る
。
中
国
市
民
は
人
民
服
を
着
て
集
ま
り
、
誰
が
誰
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
同
じ
よ
う
だ
っ
た
。「
検
閲
台
上
に
居
な
ら
ん
だ
人
物
は
全
部

で
二
十
名
、
中
央
に
毛
沢
東
主
席
、
そ
の
左
右
に
、（
中
略
）
朱
徳
副
主
席
と
劉
少
奇
委
員
長
、
そ
の
他
に
、
陳
雲
、
彭
徳
懐
、
林
伯
渠
、

李
済
深
、
傅
作
義
、
彭
真
、
鄧
小
平
、
張
治
中
な
ど
が
い
た
」

（
36
）。
周
恩
来
は
バ
ン
ド
ン
会
議
の
帰
途
で
、
郭
沫
若
も
イ
ン
ド
の
帰
途
で
姿

が
な
か
っ
た
。
続
い
て
、

広
場
を
ど
よ
め
か
す
拍
手
と
歓
呼
が
お
こ
っ
た
。
毛
主
席
は
右
手
を
あ
げ
て
こ
れ
に
こ
た
え
る
。
そ
の
手
が
八
ツ
手
の
よ
う
に
ひ
ろ

く
大
き
く
見
え
た
。
口
を
と
じ
た
ま
ま
、
か
す
か
に
微
笑
を
た
た
え
、
真
正
面
に
陽
ざ
し
を
う
け
て
、
こ
こ
ろ
も
ち
眼
を
細
め
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

（
37
）

さ
ら
に
、『
中
国
旅
日
記
』
に
は
、

○
挨
拶
、
彭
真
市
長
。
ア
イ
サ
ツ
・
市
長

○
東
方
紅
の
曲
。
ゆ
る
や
か
で
荘
重
な
し
ら
べ
。
み
ん
な
脱
帽
し
て
、
し
い
ん
と
な
る
。

○
国
歌
。
す
ご
い
対
砲
、
歌
の
間
中
、
百
門
、
28
響
、
鳴
り
ひ
び
く
。

○
行
進
開
始
「
慶
祝
五
一
―
―
国
際
労
働
節
」
の
大
文
字
先
登
に
二
人
の
女
の
子
。
国
旗
を
さ
さ
げ
て
旗
手
、
女
の
子
た
ち
、
み
ど

り
の
旗
に
鳩
、
風
う
し
ろ
か
ら
ふ
き
、
旗
前
に
ひ
ら
め
く
。

○
ピ
オ
ニ
ー
ル
、
み
こ
し
の
や
う
に
毛
主
席
の
像
、
ピ
オ
ニ
ー
ル
兵
隊
。

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）
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○
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
絶
叫
―
―
こ
れ
に
こ
た
へ
る
群
集
、
拍
手
。

（『
中
国
旅
日
記
』）

と
あ
る
。
北
京
市
長
の
彭
真
氏
の
開
会
挨
拶
で
式
典
が
始
ま
っ
た
。

軍
楽
隊
が
国
家
「
東
方
紅
」
を
演
奏
す
る
。「
み
ん
な
脱
帽
し
、
し

い
ん
と
な
る
。
突
然
す
さ
ま
じ
い
大
砲
の
音
。（
中
略
）
先
登
隊
が

「
慶
祝
五
一
国
際
労
働
節
」
の
大
文
字
を
か
か
げ
、
整
然
と
し
た
列

と
歩
調
と
で
天
安
門
前
へ
進
ん
で
来
た
」

（
38
）。「

次
か
ら
次
に
大
行
進
が

続
け
ら
れ
」、「
毛
主
席
万
歳
」

（
39
）

と
叫
ん
で
い
た
。「
○

白
上
衣
と

赤
ス
カ
ー
ト
の
少
女
隊
。
白
衣
と
花
、
リ
ボ
ン
。
○

花
輪
を
ふ

る
。「
毛
主
席
万
歳
」
と
絶
叫
。（
中
略
）
○

数
百
羽
の
鳩
、
列
中

か
ら
と
び
立
つ
」（『
中
国
旅
日
記
』）。
ま
た
、「
大
小
数
千
の
風
船

玉
や
、
例
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
い
た
ア
ド
バ
ル
ー
ン
も
あ
が
る
。
肖

像
画
が
神
輿
の
よ
う
に
か
つ
が
れ
て
来
る
」

（
40
）。

○

天
安
門
の
毛
主
席
立
ち
あ
が
り
、
群
衆
に
手
を
ふ
る
。
こ

つ
ち
側
の
端
ま
で
出
て
来
る
。
鳥
打
帽
の
や
う
な
工
人
帽
を
と

つ
て
振
る
。
光
る
額
、
豊
か
な
風
貌
と
、
ガ
ツ
シ
リ
し
た
体
格
、
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し
き
り
に
帽
子
を
振
り
、
自
分
で
拍
手
す
る
。
大
喊
声
。
歩
い
て
向
ふ
へ
行
く
。
会
釈
に
こ
た
へ
る
群
衆
。
一
言
も
い
は
な
い
し
、

演
説
も
な
い
。
す
つ
き
り
し
た
も
の
で
あ
る
。

（『
中
国
旅
日
記
』）

行
進
が
終
わ
る
と
、
十
二
時
四
十
五
分
で
あ
っ
た
。「
検
閲
台
上
か
ら
、
毛
主
席
が
手
を
ふ
る
と
、
ま
た
ひ
と
し
き
り
ど
よ
め
き
が
あ

た
り
の
空
気
を
ゆ
る
が
し
、
無
数
の
風
船
が
舞
い
上
が
っ
た
」

（
41
）。
一
時
に
、
紫
禁
城
を
出
た
。
火
野
は
、「
ホ
テ
ル
に
か
え
っ
て
昼
食
を
す

ま
す
と
、
ベ
ッ
ド
に
ひ
っ
く
り
か
え
り
、
ひ
と
眠
り
し
た
」。

（
42
）

四
時
ご
ろ
、「
メ
ー
デ
ー
に
招
か
れ
た
日
本
労
働
組
合
代
表
五
十
名
ほ
ど
が
、

ア
ジ
ア
会
議
の
話
を
き
き
た
い
」

（
43
）

と
い
っ
て
い
る
の
で
、
一
行
全
員
で
和
平
賓
館
に
出
か
け
た
。

○
⚔
時

和
平
飯
店
（
？
）
に
一
同
で
行
く
。
日
本
か
ら
メ
ー
デ
ー
に
招
か
れ
た
労
働
代
表
50
名
あ
ま
り
と
会
談
、
イ
ン
ド
代
表
の

挨
拶
（
吉
岡
さ
ん
来
ず
、
小
林
さ
ん
）
自
己
紹
介
、
畑
中
さ
ん
の
状
況
報
告
。
九
州
か
ら
も
来
て
ゐ
て
、
み
ん
な
と
写
真
う
つ
る
。

翫
右
ヱ
門
さ
ん
、
亀
田
さ
ん
、
金
子
堅
太
さ
ん
、
関
鑑
子
さ
ん
等
。
関
さ
ん
の
歌
で
散
会
。

○
⚖
時
半
夕
食
。
⚘
時
出
発
。
ぞ
く
ぞ
く
と
天
安
門
前
の
広
場
へ
な
だ
れ
て
行
く
市
民
大
群
。

（『
中
国
旅
日
記
』）

会
議
後
、
夕
食
を
と
り
、
夜
八
時
に
再
び
紫
禁
城
に
行
っ
た
。
多
く
の
市
民
も
天
安
門
前
に
集
合
し
て
い
た
。「
○
交
通
整
理
の
巡
査
。

黄
色
い
帽
子
に
白
い
袖
（
こ
れ
は
両
手
を
ひ
ろ
げ
た
と
き
、
夜
で
も
標
識
に
な
る
）
黄
色
い
ズ
ボ
ン
、
黒
い
ズ
ッ
ク
靴
、
赤
い
メ
ガ
ホ
ン
。

武
器
は
持
つ
て
ゐ
な
い
。
○
真
黄
い
軍
服
の
人
民
解
放
軍
兵
隊
。」（『
中
国
旅
日
記
』）
が
い
た
。

「
や
が
て
、
花
火
が
あ
が
り
は
じ
め
た
。
天
空
に
パ
ッ
と
ひ
ら
い
て
消
え
る
簡
単
な
打
ち
揚
げ
花
火
。
中
央
か
ら
は
連
続
し
て
、
青
白

い
火
の
粉
を
散
ら
し
な
が
ら
、
火
の
柱
が
立
ち
の
ぼ
る
。
や
た
ら
に
ポ
ン
ポ
ン
バ
リ
バ
リ
と
花
火
が
あ
が
る
」

（
44
）。

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）
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○
左
手
に
光
る
「
世
界
和
平
万
歳
！
」
の
金
文
字
。

○
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
中
央
法
院
、
北
京
駅
前
門
、
国
際
ホ

テ
ル
、
北
京
飯
店
等
）

○
花
火
の
煙
で
モ
ヤ
を
か
け
た
や
う
に
な
る
広
場
。

○
花
火
の
コ
ナ
が
天
か
ら
降
つ
て
來
る
。
眼
に
し
み
る
。

○
美
し
い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
天
安
門
と
、
八
個
の
大
提

燈
．
紫
禁
城
内
も
光
で
か
が
や
き
、
自
動
車
で
埋
め
ら
れ
て
ゐ

る
。
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
「
解
放
台
湾
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
。

10
時
帰
る
。
街
を
埋
め
て
る
群
衆
。

（『
中
国
旅
日
記
』）

仕
掛
花
火
な
ど
は
な
か
っ
た
。
清
水
女
史
（
実
名
は
、
泉
園
子
）

が
、「
惜
し
い
わ
ね
え
。
せ
っ
か
く
の
お
祝
い
だ
か
ら
、
仕
掛
花
火

が
あ
っ
た
ら
、
も
っ
と
楽
し
い
で
し
ょ
う
に
（
中
略
）
来
年
は
仕
掛

花
火
を
寄
付
し
よ
う
か
し
ら
？
」

（
45
）

と
述
べ
る
と
、

「（
前
略
）
こ
の
簡
素
な
花
火
は
社
会
主
義
的
花
火
な
ん
だ
か

ら
、
贅
沢
な
仕
掛
花
火
な
ど
、
中
国
の
人
が
よ
ろ
こ
ぶ
か
ど
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
」

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
七
十
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「
で
も
、
美
し
い
方
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
に
」

「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
も
の
は
反
革
命
で
す
か
ら
な
」

（
46
）

と
同
じ
日
本
人
の
メ
ン
バ
ー
に
言
わ
れ
た
。
火
野
は
こ
の
や
り
と
り
を
見
て
、

有
名
な
菓
子
屋
の
奥
さ
ん
で
あ
り
、
日
本
矯
風
会
会
長
で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
も
あ
る
清
水
女
史
が
、
仕
掛
花
火
を
寄
付
し
た
い
と
考

え
た
の
は
、
純
粋
の
厚
意
か
ら
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
思
想
を
は
な
れ
、
中
国
の
人
た
ち
に
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
気

持
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
と
い
わ
れ
て
は
、
人
間
の
心
の
つ
な
が
り
や
、
愛
情
の
行
方
に
ま
で
赤
い
垣
が
つ

く
ら
れ
る
。
清
水
さ
ん
の
胸
の
う
ち
な
ど
、
忖
度
し
て
も
わ
か
る
こ
と
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
矛
盾
に
つ
い
て
当
惑
し
て
い
る

様
子
が
見
う
け
ら
れ
た
。

（
47
）

火
野
に
は
、
花
火
の
「
硝
煙
の
に
お
い
は
戦
場
を
思
い
お
こ
さ
せ
た
」

（
48
）。
十
時
に
ホ
テ
ル
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
賑
や
か
な
慶
祝

五
一
労
働
節
の
式
典
を
見
て
次
の
よ
う
に
考
え
た
。

ま
っ
た
く
す
ば
ら
し
い
メ
ー
デ
ー
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
あ
ま
り
の
す
ば
ら
し
さ
に
私
は
首
を
ひ
ね
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
な
ん

の
演
出
で
あ
ろ
う
か
。
天
安
門
上
に
光
り
か
が
や
い
て
い
た
、
毛
沢
東
と
い
う
偉
大
な
る
英
雄
の
絶
対
的
存
在
が
つ
く
り
だ
し
て
い

る
幻
想
的
雰
囲
気
、
そ
の
夢
見
心
地
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
ゆ
る
ぎ
な
い
権
力
の
座
か
ら
、
人
民
に
む
か
っ
て
ふ
ら
れ
て
い
た
政
府

の
要
人
た
ち
の
手
は
、
な
に
か
の
不
思
議
な
魔
法
を
知
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
わ
ざ
わ
ざ
メ
ー
デ
ー
に
各
国
か
ら
大
勢
の

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）
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人
た
ち
を
招
待
し
、
そ
の
豪
華
無
類
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
見
せ
る
中
共
政
府
の
真
意
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
（
後
略
）。

（
49
）

火
野
は
、
慶
祝
五
一
の
式
典
を
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
な
が
ら
も
、
毛
沢
東
ら
、
共
産
党
の
権
力
者
の
様
相

に
意
図
的
な
「
演
出
」
を
感
じ
、
華
や
か
な
式
典
に
も
、
人
民
に
対
す
る
何
ら
か
の
強
制
的
な
権
力
が
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
、
不
信
感
を
抱
い
て
い
る
。

五
、
北
京

五
月
二
日

こ
の
日
は
、
休
養
日
で
夕
方
ま
で
自
由
行
動
だ
っ
た
。

○
今
日
は
お
休
み
、
自
由
行
動
と
い
ふ
こ
と
な
の
で
、
天
橋
に
行
く
こ
と
に
す
る
。
一
行
、
鈴
木
、
近
藤
、
坂
本
、
松
本
、
富
永

そ
れ
に
秋
元
さ
ん
が
同
行
。
三
輪
（
60
銭
）
に
ゆ
ら
れ
て
十
二
時
ご
ろ
出
発
。
ど
こ
か
外
で
昼
食
を
し
よ
う
と
い
ふ
わ
け
。

（『
中
国
旅
日
記
』）

火
野
は
、
三
回
目
の
天
橋
に
、
一
行
を
案
内
す
る
こ
と
に
し
た
。
火
野
は
、
新
中
国
滞
在
中
、
ず
っ
と
「
特
定
の
誰
か
が
見
て
い
る
と
い

う
狭
い
目
で
は
な
く
、
漠
然
と
だ
が
、
つ
ね
に
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
の
眼
が
そ
そ
が
れ
て
い
る
と
い
う
、
圧
迫
感
、
或
る
息
苦
し
さ
か
ら
は

や
は
り
抜
け
き
れ
な
か
っ
た
」

（
50
）

と
い
う
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

そ
れ
は
形
の
な
い
、
空
気
の
よ
う
に
遍
満
し
た
も
の
、
赤
い
国
全
体
の
思
想
の
眼
、
革
命
の
眼
と
い
う
よ
う
な
茫
漠
と
し
た
も
の
だ

關
西
大
學
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が
、
そ
れ
だ
け
に
不
気
味
で
あ
り
窮
屈
で
も
あ
っ
た
。
な
ん
と

も
い
え
ぬ
い
や
な
感
じ
で
も
あ
る
。

（
51
）

三
輪
車
に
乗
っ
て
天
橋
に
向
か
っ
た
。
天
橋
は
、「
狭
い
道
、
ゴ

タ
ゴ
タ
し
た
店
、
あ
ま
り
裕
福
で
は
な
さ
そ
う
な
中
国
人
の
群
衆
、

さ
ま
ざ
ま
の
香
が
ま
じ
っ
た
異
様
な
食
物
の
風
、
雑
然
と
し
た
音
響

の
交
錯
―
―
な
つ
か
し
い
昔
の
ま
ま
の
天
橋
だ
っ
た
」。

（
52
）

天
橋
の
様

子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

○
二
友
軒
。
票
価
。
五
份
。
孫
創
池
表
演
科
学
魔
術

美
人
首

の
蛇
の
伝
「
美
帝
大
長
蛇
」「
真
人
芸
術
表
溶
」

○「
客
満
」
入
れ
替
を
待
つ
。
驚
巧
魔
術
文
武
雅
技
新
奇
幻
伝

「
不
足
三
市
尺
的
児
童
謝
絶
入
場
」

○
少
女
、
床
几
、
不
□
、
茶
わ
ん
と
玉
、
汗
□
□

○
手
品
、
紙
と
布
、
ト
ラ
ン
プ
を
小
さ
く
す
る
。

（『
中
国
旅
日
記
』）

「
し
か
し
、
や
は
り
そ
こ
に
も
顕
著
な
変
化
が
お
こ
っ
て
い
る
こ

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）
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と
が
、
ぐ
る
ぐ
る
と
歩
い
て
い
る
う
ち
に
、
す
こ
し
ず
つ
わ
か
っ
て

来
た
」

（
53
）

と
し
、

ち
ゃ
ち
な
白
幕
に
魔
奇
術
の
広
告
絵
を
か
き
、
楽
隊
で
客
を
呼

ん
で
い
る
。「
二
友
軒
、
票
価
五
分
。
孫
創
池
表
演
科
学
魔
術
」

「
驚
巧
魔
術
文
武
雅
技
新
奇
幻
術
」
な
ど
と
書
い
た
幕
に
、
ト

グ
ロ
を
ま
い
た
蛇
の
頭
が
西
洋
人
に
な
っ
て
い
る
絵
が
あ
り
、

「
美
帝
大
長
蛇
」
と
説
明
し
て
あ
る
。
美
帝
は
ア
メ
リ
カ
帝
国

主
義
だ
。
昔
は
こ
ん
な
も
の
は
な
か
っ
た
。

（
54
）

私
た
ち
は
小
屋
の
な
か
に
み
ち
び
か
れ
た
。（
中
略
）
一
人
の
手

品
師
が
あ
ら
わ
れ
、
赤
い
玉
を
布
の
袋
か
ら
出
し
た
り
入
れ
た

り
、
ト
ラ
ン
プ
を
だ
ん
だ
ん
小
さ
く
し
た
り
、
た
わ
い
も
な
い

奇
術
を
得
意
気
に
や
る
。
十
歳
く
ら
い
の
少
女
が
出
て
来
て
ア

ク
ロ
バ
ッ
ト
。
身
体
に
骨
が
な
い
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
全
身
グ

ニ
ャ
グ
ニ
ャ
で
、
気
味
が
わ
る
い
。
次
に
、
さ
っ
と
幕
が
あ
く

と
、
花
鉢
の
う
え
に
少
女
の
顔
だ
け
が
乗
っ
か
か
っ
て
い
た
。

（
55
）

關
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ま
た
、
今
や
「
あ
れ
ほ
ど
の
バ
ク
チ
好
き
の
中
国
人
が
バ
ク
チ
を

や
ら
な
く
な
っ
た
ら
し
い
」

（
56
）

の
で
あ
る
。「
道
端
に
し
ゃ
が
み
こ
ん

で
、
大
勢
が
な
に
か
や
っ
て
い
る
の
で
、
バ
ク
チ
か
と
思
っ
た
」
が
、

「
バ
ク
チ
で
は
な
く
て
篆
刻
屋
だ
っ
た
。」

（
57
）

ま
た
、「
早
取
の
街
頭
写

真
屋
が
い
た
。
三
脚
の
う
え
に
長
方
形
の
箱
を
の
せ
、
そ
れ
が
カ
メ

ラ
に
も
な
り
、
現
像
焼
付
室
に
も
な
る
と
い
う
簡
便
な
も
の
だ
。
記

念
写
真
を
と
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
」

（
58
）。
そ
し
て
、
昔
は
あ
ん
な

に
い
た
「
蠅
の
姿
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
」

（
59
）。
火
野
は
、「
昔
の
す
さ

ま
じ
い
蠅
の
大
群
を
知
ら
ぬ
者
は
案
外
そ
ん
な
に
思
わ
な
い
か
も
知

れ
ぬ
が
、
私
な
ど
に
は
瞠
目
に
値
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」

（
60
）

と
続

け
る
。
若
い
工
作
員
の
陳
少
雲
は
、「
毛
主
席
指
導
の
も
と
に
、
衛

生
愛
国
運
動
が
展
開
さ
れ
（
中
略
）
中
国
の
不
名
誉
な
名
物
で
あ
っ

た
蠅
や
蚊
や
伝
染
病
が
な
く
な
っ
た
の
で
す
」

（
61
）

と
答
え
た
。
そ
し

て
、「
政
府
の
命
令
で
や
っ
た
の
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
、「
国
民

が
自
覚
し
、
自
発
的
に
や
る
よ
う
、
政
府
は
た
だ
そ
の
き
っ
か
け
を

作
っ
た
だ
け
で
し
た
」

（
62
）

と
述
べ
た
。
火
野
は
、
街
並
み
が
美
し
く

な
っ
た
こ
と
に
驚
き
、
こ
の
陳
の
発
言
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
に
思

う
。
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私
は
「
国
民
の
自
覚
に
よ
る
自
発
的
行
為
」
と
い
う
言
葉
に
ち
ょ
っ
と
ひ
っ
か
か
る
も
の
を
感
じ
た
。（
中
略
）
国
民
の
自
覚
と
自

発
的
行
為
が
、
実
際
は
他
覚
で
あ
り
他
発
的
行
為
な
の
で
は
な
い
か
。
私
は
人
間
と
い
う
も
の
は
一
種
の
滑
稽
動
物
で
、
頑
固
な
ま

で
に
暗
愚
な
禀
質
で
あ
り
、
自
覚
や
自
発
的
行
為
な
ど
と
い
う
も
の
は
な
か
な
か
や
ら
な
い
も
の
だ
と
い
う
風
に
考
え
て
い
た
。

（
中
略
）
そ
れ
な
の
に
、
六
億
も
の
中
国
人
が
、
五
千
年
間
も
や
ら
な
か
っ
た
自
覚
を
、
わ
ず
か
解
放
後
の
五
年
間
で
や
っ
た
と
す

れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
革
命
の
名
に
値
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
政
治
革
命
で
あ
る
か
、
人
間
革
命
で
あ
る
か
（
中
略
）
私
に
は
政
治
革

命
よ
り
も
人
間
革
命
の
方
が
十
倍
も
百
倍

も
む
ず
か
し
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。

（
63
）

こ
の
よ
う
に
、
共
産
党
の
改
革
を
、
人
間
を

無
理
や
り
急
激
に
変
化
さ
せ
る
人
間
革
命
と
と

ら
え
た
。
火
野
は
良
い
改
革
と
と
ら
え
は
し
な

い
の
で
あ
っ
た
。
昔
は
「
乞
食
も
ウ
ヨ
ウ
ヨ
し

て
い
た
が
、
今
は
見
え
な
い
（
中
略
）
昼
間
か

ら
客
を
ひ
い
て
い
た
パ
ン
パ
ン
の
姿
も
な
い
」

（
64
）。

火
野
は
、
生
涯
を
芸
一
本
に
打
ち
込
ん
で
い

る
、
天
橋
の
手
品
師
の
姿
を
見
な
が
ら
、
や
っ

と
「
人
間
に
接
し
た
よ
う
な
気
が
す
る
」

（
65
）

の
で

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）
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あ
っ
た
。
徳
興
隆
茶
社
で
お
茶
を
飲
み
、
天
橋
を
去
っ
て
、
天
安
門

広
場
を
通
り
、
王
府
井
に
出
て
東
安
市
場
の
前
で
お
り
た
。
そ
こ

で
、
大
衆
食
堂
に
入
っ
た
。
そ
こ
で
、
天
橋
の
街
頭
写
真
を
包
ん
で

い
る
新
聞
の
記
事
が
目
に
留
ま
っ
た
。
ち
ぎ
れ
て
い
る
の
で
定
か
で

は
な
い
が
、『
人
民
日
報
』
か
、『
北
京
日
報
』
か
に
、「
公
安
局
通
告
」

の
欄
が
あ
る
の
を
み
つ
け
た
。
そ
こ
に
は
、「
反
革
命
分
子
の
告
白

自
首
の
便
宜
の
た
め
に
、
規
定
さ
れ
た
条
目
が
か
い
て
あ
る
」。
火

野
は
「
密
告
と
い
う
も
の
は
陰
惨
な
も
の
で
あ
る
が
、
新
政
府
は
革

命
目
的
の
た
め
に
、
大
い
に
こ
れ
を
奨
励
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
」

（
66
）

と
述
べ
る
。
こ
れ
ら
を
見
て
火
野
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
た
。

つ
ね
に
な
に
か
を
警
戒
し
、
つ
ね
に
相
手
を
疑
っ
て
い
る
よ
う

な
日
常
坐
臥
と
い
う
も
の
が
、
人
間
の
幸
福
や
自
由
の
裏
づ
け

と
な
る
こ
と
も
出
来
る
だ
ろ
う
か
。

（
67
）

現
在
の
日
本
で
は
大
臣
を
罵
倒
し
よ
う
が
、
天
皇
陛
下
の
悪
口

を
い
お
う
が
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
戦
時
中
は
そ
う
で

は
な
か
っ
た
。
全
体
主
義
フ
ァ
ッ
シ
ョ
体
制
は
自
由
を
許
さ
な
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い
か
ら
で
あ
る
。
現
在
の
中
国
が
ど
う
も
そ
う
ら
し
い
。
毛
沢
東
を
批
判
し
た
り
悪
口
を
い
っ
た
り
す
る
こ
と
は
反
革
命
の
第
一

で
、
た
だ
ち
に
投
獄
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
赤
色
全
体
フ
ァ
ッ
シ
ョ
体
制
が
確
立
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
68
）

火
野
は
、
新
中
国
の
自
由
の
な
い
体
制
を
、
戦
前
の
日
本
の
軍
国
主
義
と
重
ね
、
そ
こ
に
「
全
体
主
義
フ
ァ
ッ
シ
ョ
体
制
」
を
見
る
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
続
け
る
。

偉
大
な
る
毛
沢
東
の
英
雄
像
が
そ
の
頂
点
に
そ
び
え
た
ち
、
御
神
体
の
よ
う
に
光
り
か
が
や
い
て
い
る
。
私
は
密
告
の
も
た
ら
す
人

間
の
不
安
を
考
え
る
と
、
表
面
の
現
象
を
支
え
て
い
る
力
に
疑
義
が
わ
く
。（
中
略
）
天
国
と
地
獄
と
の
別
れ
目
は
自
由
の
有
無
に

か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
69
）

こ
の
よ
う
に
、
自
由
が
あ
る
か
否
か
が
、
人
間
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
中
国
は
自
由

が
な
い
と
断
ず
る
。
さ
ら
に
、
火
野
は
、
密
告
の
奨
励
な
ど
の
現
在
の
新
中
国
の
様
子
を
見
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

こ
う
い
う
陰
惨
さ
や
権
力
の
圧
力
が
な
け
れ
ば
、
わ
ず
か
五
年
ほ
ど
の
間
に
、
新
中
国
が
こ
ん
な
に
も
変
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
は
一
種
暴
力
的
な
印
象
さ
え
あ
た
え
る
。

（
70
）

こ
の
よ
う
に
記
し
、
新
中
国
の
強
権
的
弾
圧
の
様
相
を
批
判
す
る
。
夜
は
、
首
都
劇
場
で
「
映
画
「
無
窮
的
潜
力
」（
首
都
劇
場
）
東

北
電
影
廠
」（『
中
国
旅
日
記
』）
を
鑑
賞
し
た
。
火
野
に
よ
る
と
「
重
工
業
地
帯
で
あ
る
旧
満
州
の
或
る
製
鉄
工
場
を
舞
台
に
、
新
し
い

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）
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機
械
の
発
明
に
没
頭
す
る
一
工
員
の
苦
心
譚
」

（
71
）

と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

六
、
北
京

五
月
三
日

五
月
三
日
は
、
火
野
が
『
人
民
日
報
』
で
の
胡
風
批
判
を
読
ん
だ
コ
メ
ン
ト
が
記
さ
れ
る
。
火
野
は
、「
批
判
と
い
う
よ
り
は
罵
倒
に

近
い
」

（
72
）

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
、
胡
風
に
つ
い
て
振
り
返
ろ
う
。
胡
風
と
は
、
中
国
の
文
藝
理
論
家
、
評
論
家
、
翻
訳
家
詩
人
で
も
あ
る
。

慶
応
大
学
で
の
留
学
経
験
も
あ
る
。
胡
風
は
、
一
九
五
四
年
七
月
に
、「
文
芸
問
題
に
対
す
る
意
見
」
を
書
き
、
中
央
共
産
党
に
提
出
す
る
。

こ
れ
は
、
共
産
党
指
導
者
へ
の
文
学
へ
の
無
理
解
と
派
閥
的
運
営
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
が
、『
文
藝
報
』
一
九
五
五
年
一
、
二
合
併

号
の
付
録
と
し
て
全
国
の
読
者
の
討
論
に
付
さ
れ
た
。

（
73
）

こ
の
こ
と
に
対
し
て
、
批
判
し
た
記
事
を
読
ん
だ
の
で
あ
る
。
胡
風
は
、
毛
沢
東

か
ら
反
革
命
分
子
と
さ
れ
、
一
九
五
五
年
五
月
十
六
日
に
逮
捕
さ
れ
た
。
そ
の
直
前
の
新
聞
記
事
を
こ
の
日
、
火
野
は
と
り
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
日
の
新
聞
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
前
の
新
聞
で
も
胡
風
の
こ
と
は
、「
剥
去
反
党
陰
謀
家
故
風
的
仮
面
目
」「
故
風
反
動
思
想
的
伝
道

士
」「
暗
蔵
的
狼
」「
兇
悪
的
敵
人
」

（
74
）

な
ど
と
あ
っ
た
。
火
野
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
胡
風
の
批
判
の
さ
れ
か
た
は
ほ
と
ん
ど
暴
力
的
で
、
袋
だ
た
き
と
い
う
感
じ
だ
。
こ
れ
は

す
で
に
政
治
問
題
に
ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
た
。
胡
風
を
反
革
命
分
子
と
し
て
葬
り
去
る
こ
と
が
、
政
府
に
と
っ
て
必
要
な
の
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
75
）

こ
の
日
は
、
文
学
者
座
談
会
を
開
く
た
め
に
、
十
時
に
中
国
作
家
協
会
の
事
務
所
に
行
っ
た
。
参
加
者
は
十
四
名
。
火
野
は
司
会
を
引

き
受
け
た
。
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十
四
名
の
参
加
者
か
ら
の
要
望
や
聞
き
た
い
こ
と
が
箇
条
書
き
で
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

文
学
者
座
談
会
へ
の
要
項

一
、
古
典
文
学
、
民
話
、
伝
説
等
、
民
族
文
化
の
伝
統
が
新
中
国
の
文
学
に
お
い
て
ど
の
や
う
に
と
り
あ
つ
か
は
れ
、
う
け
入
れ
ら

れ
て
ゐ
る
か
。（
た
と
へ
ば
、「
紅
楼
夢
」
問
題
、
水
滸
伝
、
西
遊
記
、
聊
斎
志
異
、
金
瓶
梅
等
）

一
、
解
放
前
の
文
学
と
解
放
後
の
文
学
と
の
関
係
。
そ
の
文
壇
的
意
味
。（
解
放
前
の
作
家
た
ち
は
ど
う
し
て
ゐ
る
か
）

一
、
作
品
の
発
表
形
式
。
文
芸
雑
誌
と
出
版
に
つ
い
て
。（
新
聞
雑
誌
、
単
行
本
、
か
き
お
ろ
し
、
同
人
雑
誌
等
）

一
、
批
評
活
動
の
あ
り
か
た
と
そ
の
方
式
。（
批
判
が
ど
ん
な
形
式
で
行
は
れ
る
か
。
何
か
の
委
員
会
に
か
け
、
出
版
禁
止
な
ど
す

る
か
。
発
表
前
の
審
査
、
検
閲
な
ど
あ
る
か
）

一
、
文
学
者
の
生
活
と
政
府
と
の
関
係
。（
文
学
者
は
筆
一
本
で
生
活
し
て
ゐ
る
か
。
政
府
は
援
助
し
て
ゐ
る
か
）

一
、
新
中
国
文
学
に
於
け
る
高
級
と
通
俗
と
の
問
題
。（
日
本
の
や
う
に
純
文
学
、
大
衆
文
学
の
差
が
あ
る
か
。
本
屋
に
行
く
と
、

通
俗
読
物
と
初
級
文
学
的
な
も
の
が
あ
る
が
、
ひ
ろ
め
る
こ
と
高
め
る
こ
と
の
問
題
）

一
、
広
汎
な
大
衆
の
中
か
ら
よ
き
作
品
と
作
家
と
を
発
見
す
る
ど
の
や
う
な
方
途
が
講
じ
ら
れ
て
ゐ
る
か
。

（
た
と
へ
ば
、「
高
玉
宝
」「
崔
八
娃
」
な
ど
の
や
う
な
も
の
。
援
助
し
た
と
い
ふ
劉

（
荒
草
）白
羽
氏
は
ど
う
し
て
こ
の
二
人
を
発
見
し
た

か
）
劉
白
羽
「
五
台
山
下
」―「
光
は
前
方
に
あ
り
」「
環
行
素
北
」

一
、
最
近
も
つ
と
も
活
躍
し
て
ゐ
る
作
家
と
、
も
つ
と
も
よ
く
読
ま
れ
て
ゐ
る
作
品
。
そ
の
理
由
。

一
、
職
場
文
学
に
つ
い
て
。

一
、
文
学
賞
に
つ
い
て
。（
あ
る
か
ど
う
か
。
あ
れ
ば
ど
の
や
う
な
形
式
で
授
与
さ
れ
て
ゐ
る
か
）

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）
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一
、
解
放
前
の
詩
と
現
代
詩
と
の
関
係
。

一
、
児
童
文
学
の
現
状
。

一
、
中
国
古
典
劇
と
近
代
劇
と
の
関
係
。（
別
個
の
も
の
と
し
て
並
立
し
て
ゐ
る
か
。
新
劇
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
か
。）

一
、
日
本
の
歌
舞
伎
に
つ
い
て
の
意
見
。（
猿
之
助
一
座
の
こ
と
）

一
、
日
本
の
文
学
に
つ
い
て
の
意
見
。（
徳
永
、
岩
上
、
両
氏
の
こ
と
）

一
、
中
国
と
日
本
と
の
文
学
的
交
流
に
つ
い
て
の
意
見
。（
翻
訳
権
の
問
題
）
等
。

一
、
文
学
教
育
の
問
題

一
、
農
民
文
学
―
―
吉
岡
氏

（『
中
国
旅
日
記
』）

こ
れ
ら
の
質
問
に
、『
三
千
里
江
山
』
の
作
者
楊
朔
さ
ん
が
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
て
、
座
談
会
を
進
め
て
い
た
。
楊
朔
さ
ん
は
、「
中
国

に
お
け
る
新
文
学
の
道
は
「
五
四
運
動
」
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
後
は
一
貫
し
て
、
た
だ
一
つ
の
方
向
を
と
っ
て
い
る
。
一

九
四
二
年
、
毛
沢
東
が
延
安
で
お
こ
な
っ
た
「
文
芸
講
和
」
の
線
「
労
働
者
、
農
民
、
兵
士
に
服
務
す
る
文
芸
で
あ
っ
て
、
そ
の
創
作
方

法
は
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
」。
し
た
が
っ
て
、
思
想
的
に
は
解
放
前
、
解
放
後
と
い
う
区
別
は
な
い
。」

（
77
）

と
説
明
し
た
。
さ
ら
に
、

国
家
は
作
家
の
創
作
を
援
護
す
る
。
工
場
を
か
こ
う
と
考
え
る
作
家
に
は
工
場
に
入
る
便
宜
を
あ
た
え
、
留
守
中
の
家
族
の
生
活
を

み
て
や
る
。
作
品
が
で
き
あ
が
る
ま
で
作
家
の
生
活
を
保
証
す
る
。（
中
略
）
以
前
は
「
文
学
乞
食
」
と
い
わ
れ
た
く
ら
い
作
家
は

貧
乏
で
、
本
を
出
し
て
も
三
千
部
以
下
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
五
万
部
十
万
部
と
部
数
が
出
る
。
作
家
の
生
活
は
向
上
し
た
。

（
78
）
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ま
た
、「
も
し
作
家
が
作
品
が
な
い
場
合
で
も
、
次
の
作
品
が
で
き
る
ま
で
中
国
作
家
協
会
は
手
当
を
」

（
79
）

あ
た
え
る
と
い
う
。
火
野
は
、

こ
の
話
を
聞
い
て
「
そ
れ
は
う
ら
や
ま
し
い
話
で
す
ね
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
胡
風
の
こ
と
が
話
題
と
な
っ
た
。
説
明
に
よ
る

と
、

胡
風
の
哲
学
は
主
観
的
唯
心
論
で
、
客
観
的
唯
物
論
と
は
反
対
側
に
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
表
に
は
か
か
げ
て
い
る

が
、
実
際
は
反
党
的
陰
謀
家
で
、
国
民
政
府
と
通
じ
て
い
た
形
跡
も
あ
る
。
い
ま
彼
の
思
想
検
査
を
や
っ
て
い
る
が
、
裏
切
的
言
動

が
顕
著
に
な
る
ば
か
り
だ
か
ら
、
反
革
命
分
子
と
し
て
摘
発
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
ん
な
風
に
説
明
さ
れ
て
も
、
た
だ
な
る
ほ

ど
と
聞
く
ば
か
り
で
、
賛
成
も
反
駁
も
す
る
材
料
を
持
た
な
か
っ
た
。

（
80
）

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
胡
風
は
、
逮
捕
さ
れ
て
か
ら
一
九
六
〇
年
代
ま
で
収
監
さ
れ
、
そ
の
後
無
期
懲
役
を
受
け
た
。
一
九
七
九
年
に
出

獄
し
、
名
誉
回
復
が
行
わ
れ
、
一
九
八
二
年
に
は
、
中
国
文
学
芸
術
界
連
合
会
委
員
と
な
り
、
さ
ら
に
は
、
中
国
作
家
協
会
と
文
化
部
文

学
芸
術
研
究
員
顧
問
と
な
り
、
一
九
八
五
年
六
月
八
日
に
死
去
し
た
。

（
81
）

後
に
は
、
当
時
の
逮
捕
、
投
獄
が
間
違
っ
て
い
た
と
名
誉
回
復
さ

れ
た
胡
風
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
五
年
は
、
共
産
党
に
逆
ら
え
ば
、
そ
れ
が
た
と
え
文
芸
問
題
で
あ
っ
て
も
、
粛
清
と
罵
倒
、
逮
捕
、
監

禁
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
火
野
は
、
こ
の
一
九
五
五
年
五
月
三
日
「
毛
沢
東
刈
り
と
い
う
頭
の
恰
好
も
流
行
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
。
ヒ
ト
ラ
ー
髭
と
い
う
の
が
昔
は
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
う
い
う
流
行
に
は
首
を
ひ
ね
ら
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
」

（
82
）

と
述
べ
、
毛

沢
東
と
ヒ
ト
ラ
ー
を
結
び
付
け
て
、
一
人
の
英
雄
、
指
導
者
を
無
批
判
に
、
神
の
如
く
崇
め
る
さ
ま
に
、
戦
時
中
の
国
民
と
同
じ
よ
う
な

傾
向
を
見
出
し
て
、
疑
念
を
抱
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
火
野
は
、
最
後
に
は
、

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）
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私
は
ど
ん
な
に
中
国
が
す
ば
ら
し
い
建
設
を
し
、
国
家
と
し
て
発
展
し
て
も
、
こ
の
国
に
住
み
た
い
と
思
う
気
持
は
ど
う
し
て
も
湧

い
て
来
な
か
っ
た
。
作
家
の
生
活
は
た
し
か
に
羨
む
に
足
り
る
が
、
保
護
さ
れ
て
い
る
の
は
国
策
の
線
に
添
う
御
用
作
家
ば
か
り
で

あ
っ
て
、
自
由
奔
放
な
作
品
を
か
き
た
い
作
家
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
か
反
革
命
と
い
っ
て
批
判
さ
れ
た
り

粛
清
さ
れ
た
り
す
る
。
私
は
こ
の
圧
力
に
は
到
底
耐
え
ら
れ
な
い
。

（
83
）

と
結
論
付
け
た
。
さ
ら
に
火
野
は
、
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

国
家
か
ら
見
放
さ
れ
て
も
、
〆
切
に
追
わ
れ
、
カ
ン
ヅ
メ
に
さ
れ
て
も
、
日
本
の
方
で
文
学
を
や
り
た
い
。
勝
手
な
も
の
が
書
き
た

い
。
戦
争
中
、
軍
と
大
政
翼
賛
会
と
の
統
制
下
に
ペ
ン
を
鎖
で
し
ば
ら
れ
た
体
験
は
、
思
い
出
し
て
も
身
ぶ
る
い
の
す
る
地
獄
で

あ
っ
た
。
赤
い
国
に
来
て
赤
い
文
学
を
書
い
て
居
れ
ば
楽
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
は
楽
で
な
い
方
を
や
は
り
選
び
た
い
と
思
っ
た
。

（
84
）

以
上
の
よ
う
に
、
火
野
は
、
新
中
国
に
良
い
印
象
を
持
た
な
い
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
中
国
作
家
協
会
を
午
後
一
時
に
退
出
し
た
。

そ
の
後
、
昼
食
を
食
べ
、
二
時
頃
、
中
国
民
族
学
院
を
見
学
し
た
。

ま
だ
門
や
校
舎
が
完
全
に
建
っ
て
居
ら
ず
、
校
庭
も
土
が
こ
ね
く
り
か
え
さ
れ
た
う
え
に
、
石
、
瓦
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
が
方
々
に
積

ん
で
あ
る
。
オ
シ
メ
を
し
た
馬
の
引
く
馬
車
が
し
き
り
に
出
入
し
て
い
る
。
私
た
ち
の
自
動
車
や
バ
ス
が
着
く
の
を
早
く
か
ら
待
っ

て
い
た
ら
し
く
、
宗
文
さ
ん
（
副
校
務
長
）、

さ
ん
（
事
務
室
主
任
）、
登
さ
ん
（
副
主
任
）
な
ど
が
古
雅
な
建
物
の
客
庁
前
に
出

迎
え
て
い
た
。
ひ
ろ
い
応
接
室
に
通
さ
れ
る
。
特
に
私
た
ち
の
案
内
役
に
、
モ
ン
ゴ
ー
ル
娘
の
蘇
論
呵
さ
ん
と
、
海
南
島
黎
族
の
王
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文
明
君
と
が
つ
け
ら
れ
た
。
ど
ち
ら
も
若
く
、
溌
剌
と
し
た
剽
悍
の
風
貌
を
し
て
い
る
。
日
本
語
は
で
き
な
い
の
で
、
と
き
ど
き
微

笑
を
ふ
く
ん
で
、
茶
を
運
ん
だ
り
、
書
類
を
示
し
た
り
し
た
。

（
85
）

こ
の
学
校
は
、

一
九
五
一
年
、
当
学
院
は
中
央
人
民
政
府
政
務
院
の
民
族
学
院
の
準
備
案
に
も
と
づ
き
成
立
し
た
。
学
生
は
一
三
〇
〇
名
。
語
文

科
、
政
治
関
係
、
予
備
科
の
三
部
門
が
あ
る
。
学
資
は
す
べ
て
国
家
負
担
、
小
使
い
ま
で
や
っ
て
い
る
。

（
86
）

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
火
野
ら
は
応
接
室
を
出
て
、
学
校
見
学
を
し
、
講
堂
に
行
き
、
図
書
室
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
は
大
勢
の
学
生
が

読
書
を
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
研
究
部
の
資
料
室
な
ど
に
行
き
、
六
時
に
こ
の
学
校
の
見
学
を
終
え
た
。
そ
の
後
、
長
安
大
戯
院
に
て
、

京
劇
「
鉄
面
無
私
清
官
譜
」
を
見
る
。
火
野
は
、「
豪
華
絢
爛
た
る
絵
巻
物
で
あ
る
。
テ
ー
マ
は
国
策
の
線
に
添
う
よ
う
多
少
は
変
改
さ

れ
て
い
る
ら
し
い
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
長
く
伝
わ
っ
て
来
た
技
術
の
す
ば
ら
し
さ
が
あ
っ
て
、
時
間
の
経
つ
の
を
忘
れ
た
」

（
87
）

と
い
う
。

さ
て
、
火
野
は
次
の
よ
う
に
、
新
中
国
の
こ
と
を
述
べ
る
。

現
在
に
お
け
る
新
中
国
で
の
一
切
の
こ
と
は
遠
い
国
の
出
来
事
な
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
ア
ジ
ア
全
体
に
関
連
し
、
そ
の
ま
ま
、

ま
っ
す
ぐ
に
日
本
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
疑
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
中
国
社
会
の
変
化
、
建
設
の
状
況
な
ど

に
対
し
、
遠
い
他
国
の
出
来
事
と
し
て
、
も
し
日
本
が
目
を
そ
む
け
て
い
た
な
ら
ば
、
あ
ま
り
遠
く
な
い
将
来
に
か
な
ら
ず
大
き
な

悔
い
を
の
こ
す
で
あ
ろ
う
。

（
88
）

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）
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新
中
国
の
動
向
を
、
今
後
も
注
視
す
べ
き
と
訴
え
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、「
日
本
人
は
か
た
よ
ら
ぬ
目
と
心
と
で
、
新
中
国
の
動
き
を
見

守
る
べ
き
と
き
と
思
う
。
そ
し
て
同
じ
東
洋
人
と
し
て
、
東
洋
の
友
好

と
平
和
を
守
る
た
め
に
、
手
を
に
ぎ
り
あ
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」

（
89
）

と
結
論

づ
け
た
。

終
わ
り
に

本
稿
で
は
、
火
野
葦
平
の
一
九
五
五
年
「
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
」
後
に

訪
れ
た
新
中
国
、
特
に
数
日
間
の
北
京
視
察
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
火

野
は
、
新
中
国
が
、
美
し
く
な
り
、
売
春
や
博
打
な
ど
が
な
く
な
っ
た

こ
と
、
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
都
市
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
と

感
動
を
示
す
。
ま
た
、
作
家
な
ど
が
、
多
く
の
支
援
を
受
け
て
活
動
で

き
る
な
ど
、
新
中
国
共
産
党
体
制
へ
の
一
定
の
評
価
を
し
て
い
る
。
一

方
で
、
共
産
党
の
独
裁
体
制
の
な
か
で
、
国
民
が
強
制
さ
れ
、
自
由
が

な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
し
か
も
、
共
産
党
の
主
義
に
反
す
る
者
の

密
告
を
奨
励
し
、
そ
の
人
を
犯
罪
者
と
し
て
、
粛
清
、
投
獄
し
て
い
る

と
い
う
事
実
が
、
一
九
五
五
年
五
月
の
北
京
に
は
あ
っ
た
。
火
野
は
、

そ
の
こ
と
に
対
し
て
は
危
惧
を
し
、
自
由
が
な
く
、
戦
時
下
の
軍
国
主

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）
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義
体
制
と
同
じ
で
あ
る
と
警
告
し
て
い
る
。
特
に
こ
の
時
は
胡
風
問
題
の
真
っ
た
だ
中
で
、
火
野
は
、
胡
風
批
判
問
題
に
対
し
て
も
、
憂

慮
し
て
い
る
。
一
九
五
五
年
に
、
新
中
国
の
矛
盾
と
良
さ
を
冷
静
に
観
察
し
、
そ
の
後
に
迎
え
る
文
化
大
革
命
へ
と
至
る
中
国
の
負
の
歴

史
の
予
兆
を
感
じ
取
り
、
そ
れ
を
同
時
代
に
発
信
す
る
。
そ
こ
に
火
野
の
北
京
視
察
の
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

注（
⚑
）
関
西
大
学
『
文
学
論
集
』（
⚒
⚐
⚑
⚕
年
⚙
月
）

（
⚒
）
関
西
大
学
『
東
西
学
術
研
究
所
』（
⚒
⚐
⚑
⚖
年
⚔
月
）

（
⚓
）
関
西
大
学
『
文
学
論
集
』（
⚒
⚐
⚒
⚐
年
⚓
月
）

（
⚔
）『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』（
⚒
⚐
⚑
⚑
年
⚒
月
）

（
⚕
）
火
野
葦
平
『
赤
い
国
の
旅
人
』（
⚑
⚙
⚕
⚕
年
12
月
、
朝
日
新
聞
社
）

（
⚖
）
昭
和
27
年
に
起
こ
っ
た
赤
平
事
件
に
て
、
指
名
手
配
さ
れ
、
中
国
に
逃
亡
す
る
。

（
⚗
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚑
⚘
⚗
～
⚘
頁

（
⚘
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚑
⚘
⚙
頁

（
⚙
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚑
⚘
⚙
頁

（
10
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚑
⚘
⚙
～
⚙
⚐
頁

（
11
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚑
⚙
⚐
頁

（
12
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚑
⚙
⚓
頁

（
13
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚑
⚙
⚒
頁

（
14
）
菊
池
俊
介
「
日
本
占
領
下
華
北
に
お
け
る
在
留
邦
人
の
対
中
国
認
識
」
大
阪
大
学
法
学
部

w
w
w
.law
/osaka.u.a.jp

（
15
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚑
⚙
⚖
頁

（
16
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚑
⚙
⚖
頁

（
17
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚑
⚙
⚗
～
⚘
頁

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
七
十
一
巻
第
三
号
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（
18
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚑
⚙
⚘
頁

（
19
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚑
⚙
⚘
～
⚙
頁

（
20
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚑
⚙
⚙
頁

（
21
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚑
⚙
⚙
～
⚒
⚐
⚐
頁

（
22
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚐
⚕
～
⚖
頁

（
23
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚐
⚗
頁

（
24
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚑
⚐
頁

（
25
）
火
野
葦
平
「
旅
の
あ
と
を
ふ
り
か
え
っ
て
」（『
西
日
本
新
聞
』
昭
和
30
年
⚗
月
11
日
）

（
26
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚐
⚙
～
⚑
⚐
頁

（
27
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚑
⚔
頁

（
28
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚑
⚖
頁

（
29
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚑
⚘
頁

（
30
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚑
⚙
頁

（
31
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚑
⚙
頁

（
32
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚒
⚔
頁

（
33
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚒
⚔
頁

（
34
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚒
⚙
頁

（
35
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚓
⚑
頁

（
36
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚓
⚑
頁

（
37
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚓
⚑
頁

（
38
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚓
⚑
～
⚒
頁

（
39
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚓
⚒
頁

（
40
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚓
⚒
頁

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）
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（
41
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚓
⚕
～
⚖
頁

（
42
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚓
⚗
頁

（
43
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚓
⚗
頁

（
44
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚓
⚙
頁

（
45
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚓
⚙
頁

（
46
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚔
⚐
頁

（
47
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚔
⚐
頁

（
48
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚔
⚐
頁

（
49
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚔
⚑
頁

（
50
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚔
⚒
頁

（
51
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚔
⚒
頁

（
52
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚔
⚔
頁

（
53
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚔
⚔
頁

（
54
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚔
⚔
頁

（
55
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚔
⚔
～
⚕
頁

（
56
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚔
⚕
頁

（
57
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚔
⚕
頁

（
58
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚔
⚕
～
⚖
頁

（
59
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚔
⚖
頁

（
60
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚔
⚗
頁

（
61
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚔
⚗
頁

（
62
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚔
⚘
頁

（
63
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚔
⚘
頁

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
七
十
一
巻
第
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（
64
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚕
⚑
頁

（
65
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚕
⚒
頁

（
66
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚕
⚖
頁

（
67
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚕
⚖
頁

（
68
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚕
⚖
～
⚗
頁

（
69
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚕
⚗
頁

（
70
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚕
⚗
頁

（
71
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚕
⚙
頁

（
72
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚖
⚒
頁

（
73
）
杉
森
正
彌
「
中
国
近
代
文
学
の
な
か
の
旧
文
学
（
下
）
―
胡
風
批
判
―
」（『
北
海
道
学
芸
大
学
紀
要
』
⚑
⚙
⚕
⚕
年
12
月
）

（
74
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚖
⚒
頁

（
75
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚖
⚒
頁

（
76
）
一
九
一
三
年
四
月
二
十
八
日
～
一
九
六
八
年
八
月
三
日

中
国
山
東
省
生
ま
れ
の
作
家
。

（
77
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚖
⚔
～
⚕
頁

（
78
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚖
⚕
頁

（
79
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚖
⚕
～
⚖
頁

（
80
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚖
⚖
～
⚗
頁

（
81
）
李
輝
著
『
囚
わ
れ
た
文
学
者
た
ち
』（
⚑
⚙
⚙
⚖
年
、
岩
波
書
店
）
巻
末
年
表
参
照

（
82
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚖
⚒
～
⚓
頁

（
83
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚖
⚗
頁

（
84
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚖
⚗
頁

（
85
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚗
⚐
頁

（
86
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚗
⚑
頁

一
九
五
五
年

火
野
葦
平
の
北
京
視
察

―
―
そ
の
認
識
と
見
解
―
―
（
増
田
）
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（
87
）『
赤
い
国
の
旅
人
』
⚒
⚗
⚕
頁

（
88
）
火
野
葦
平
「
旅
の
あ
と
を
ふ
り
か
え
っ
て
①
―
見
な
お
そ
う
新
生
中
国
―
」（『
西
日
本
新
聞
』
昭
和
30
年
⚗
月
⚕
日
）

（
89
）
同
右

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
七
十
一
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